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鎌
倉
市
岡
本
の
湘
南
鎌
倉
総
合
病

院
で
２
０
１
９
年
５
月
か
ら
行
っ
て

い
た
増
築
・
改
修
工
事
が
完
了
し
、

11
月
５
日
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　「
交
通
安
全

大
使
委
嘱
式
及

び
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
が
11
月
５

日
鎌
倉
で
行
わ

れ
、
交
通
安
全

大
使
の
委
嘱
を

受
け
た
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

で
源
実
朝
役
を

演
じ
る
柿
澤
勇

人
さ
ん
ら
を
の
せ
た
オ
ー
プ

ン
カ
ー
が
若
宮
大
路
を
パ

レ
ー
ド
し
た
＝
写
真
。

　
神
奈
川
県
内
の
交
通
事
故

抑
止
と
地
域
文
化
の
振
興
を

目
指
し
、
県
警
と
大
河
ド
ラ

マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
鎌
倉

市
推
進
協
議
会
が
共
同
で

行
っ
た
。

　
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
鎌
倉
文

華
館
鶴
岡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
前

で
委
嘱
式
あ
り
、
警
官
の
制

実
朝
役
・
柿
澤
勇
人
さ
ん
が
パ
レ
ー
ド

鎌
倉
で
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
周
年
記
念
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
者
を
支
援

鎌
倉
廃
棄
物
資
源
協
同
組
合

鎌
倉
で
ス
ポ
チ
ャ
ン

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

か
な
が
わ

そ
の
上
で
の
軽
業
の
よ
う
な

演
技
は
、
若
手
の
乗
り
子
の

見
せ
場
だ
。
一
人
前
に
な
る

に
は
３
年
か
か
る
。
と
こ
ろ

が
去
年
ま
で
５
人
い
た
乗
り

子
が
２
人
や
め
た
。一
方
で
、

学
校
の
先
生
に
な
っ
て
か
ら

も
正
月
の
行
事
に
だ
け
は
出

る
人
も
い
る
と
い
う
。

　
か
つ
て
鳶
の
仕
事
は
親
か

ら
子
に
伝
え
て
き
た
。
い
ま

で
は
鳶
職
の
技
能
検
定
に
外

国
人
が
多
く
受
け
に
来
る
と

い
う
。
外
国
人
を
雇
う
事
業

所
も
増
え
て
、
時
代
の
変
化

を
感
じ
て
い
る
。

　「
鎌
倉
の
お
屋
敷
に
は
昔

は
出
入
り
の
鳶
職
が
い
て
、

そ
の
家
の
こ
と
は
何
で
も
し

た
も
の
。
鳶
職
が
ほ
か
の
い

ろ
ん
な
職
人
を
手
配
す
る
こ

と
も
多
か
っ
た
」
と
懐
か
し

む
。
正
月
に
は
そ
ん
な
得
意

先
を
、
獅
子
舞
を
先
頭
に
あ

い
さ
つ
回
り
し
、
家
の
前
で

梯
子
乗
り
を
披
露
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。
68
歳
。

　（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

鳶
に
終
わ
る
」
と
い
う
。
高

所
で
作
業
を
す
る
鳶
職
が
足

場
を
組
ん
で
か
ら
工
事
が
始

ま
り
、
工
事
の
最
後
に
足
場

を
解
体
す
る
。
か
つ
て
は
そ

の
後
の
外
溝
工
事
も
鳶
職
が

請
け
負
っ
た
。
江
戸
時
代
は

火
消
し
も
鳶
の
重
要
な
役
割

だ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
近
年
は
、
足
場

は
足
場
、
基
礎
工
事
は
基
礎

工
事
と
分
業
化
が
進
み
、
な

ん
で
も
ひ
き
う
け
る
鳶
職
は

少
な
く
な
っ
た
。
か
つ
て
50

～
60
人
い
た
組
合
員
も
い
ま

は
17
人
、
若
鳶
会
も
組
合
員

と
の
兼
務
を
入
れ
て
８
人
だ

と
い
う
。

　「
以
前
は
上
棟
式
で
木
遣

り
を
歌
っ
た
も
の
だ
が
、
い

ま
で
は
そ
ん
な
機
会
も
な
く

な
っ
た
」
と
、
残
念
が
る
。

　
２
０
０
９
年
（
平
成
21
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
な
か
っ

た
１
０
０
周
年
の
祝
賀
会

を
、
11
月
６
日
に
鶴
ヶ
岡
会

館
で
開
い
た
。
若
手
の
集
ま

り
、
若
鳶
会
の
70
周
年
も
同

時
に
祝
っ
た
。

　
木
遣
り
や
梯
子
乗
り
、
ま

と
い
振
り
と
い
っ
た
伝
統
文

化
を
守
り
伝
え
て
き
た
。
組

合
に
伝
わ
る
文
献
に
よ
る

と
、
遅
く
と
も
１
８
４
２

年
（
天
保
13
）
に
は
組
織
が

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
組

合
規
約
が
で
き
た
１
９
２
０

年
（
大
正
９
）
を
発
足
の
年

と
し
て
い
る
。

　「
建
設
は
鳶
に
始
ま
り
、

金
か な い

井　康
やすよし

悦さん

１００周年を迎えた
鎌倉鳶

と び

職組合の組合長

か
ら
組
合
長
を
務
め
て
い

る
。
父
の
柾
次
さ
ん
も
４
代

前
の
組
合
長
だ
っ
た
。
30
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
組
合
に
入
っ

た
の
で
、
人
前
で
披
露
し
た

こ
と
は
な
い
が
、
梯
子
乗
り

も
練
習
し
た
。
危
険
と
隣
り

合
わ
せ
の
仕
事
。
20
年
以
上

前
に
上
棟
式
で
２
階
か
ら
落

ち
、
足
を
折
っ
た
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。

　
１
月
４
日
に
は
鶴
岡
八
幡

宮
で
手
ち
ょ
う
な斧
始
式
が
あ
る
。
儀

式
に
使
う
ご
神
木
を
二
ノ
鳥

居
か
ら
祭
場
ま
で
、
神
職
に

続
い
て
、
木
遣
り
を
歌
い
な

が
ら
運
ぶ
の
が
鳶
職
の
役
割

だ
。
式
の
後
に
は
、
舞
殿
前

に
梯
子
を
立
て
て
、
梯
子
乗

り
を
披
露
す
る
。
１
月
６
日

の
消
防
出
初
め
式
に
も
梯
子

乗
り
は
か
か
せ
な
い
。

　
そ
の
練
習
は
11
月
末
ご
ろ

か
ら
始
ま
る
。
仕
事
を
終
え

た
７
時
半
ご
ろ
か
ら
で
、
腰

越
の
神
社
の
境
内
な
ど
が
け

い
こ
場
だ
。
１
本
の
梯
子
を

押
さ
え
る
の
に
12
人
必
要
。

　
同
院
は
、
２
０
２

１
年
４
月
に
先
端
医

療
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ

棟
）
を
新
設
、
ま

た
、
増
加
傾
向
に
あ

る
救
急
搬
送
や
外
傷

患
者
に
対
応
す
る
べ

く
、
２
０
２
２
年
の

４
月
に
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
・
外
傷
セ
ン

タ
ー（
Ｂ
棟
）を
オ
ー

プ
ン
し
て
い
る
。

　
式
典
で
は
、
徳
洲

会
理
事
長
の
東
上
震

一
さ
ん
が
、
工
事
が
完
了
し

た
こ
と
の
意
義
を
話
し
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
へ
貢
献
し

て
い
く
と
挨
拶
。
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ

り
＝
写
真
、
式
典
後
、
院
内

見
学
も
行
わ
れ
た
。

　
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
に

は
、
が
ん
の
３
大
治
療
の
一

つ
で
あ
る
放
射
線
治
療
に
特

化
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
や
陽

子
線
治
療
装
置
を
稼
働
さ
せ

て
い
る
。

　
小
林
修
三
院
長
（
67
）
は
、

「
そ
の
人
が
い
か
に
幸
せ
に

生
き
る
か
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
ン

グ
）
を
考
え
た
医
療
を
展
開

し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
た
。

救命救急・がん治療センター増築
最新鋭で稼働

湘南鎌倉総合病院で記念式典

先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
棟（
Ｄ
棟
）

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
・
外
傷
セ
ン

タ
ー
棟
（
Ｂ
棟
）

　
鎌
倉
廃
棄
物

資
源
協
同
組
合

の
20
周
年
祝
賀

会
が
10
月
29

日
、
市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
か

れ
、
組
合
員
ら

約
80
人
が
参
加

し
た
＝
写
真
。

　
同
組
合
は
、

２
０
０
３
年
４

月
１
日
設
立
。

現
在
20
社
が
登

録
し
、
鎌
倉
市

受
託
で
市
内
の

燃
や
す
ご
み
・

植
木
剪
定
材
・

服
と
帽
子
姿
で
現
れ
た
柿
澤

さ
ん
は
、
県
警
本
部
・
川
名

愛
司
交
通
部
長
か
ら
交
通
安

全
の
た
す
き
と
、
委
嘱
状
を

受
け
取
っ
た
。
川
名
交
通
部

長
は
「
交
通
事
故
は
歩
行
中

が
多
く
、
帰
宅
時
間
に
目
立

つ
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
反

射
材
の
携
帯
や
着
装
を
お
願

い
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　
柿
澤
さ
ん
は
「
大
使
役
を

拝
命
す
る
の
は
初
め
て
で
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
」

と
話
し
、
鶴
岡
八
幡
宮
に
三

谷
幸
喜
さ
ん
と
来
た
時
か
ら

２
年
ぶ
り
の
鎌
倉
で
、「
日
ご

ろ
車
を
運
転
し
て
い
る
が
、

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
、
あ
せ

ら
ず
、
お
ち
つ
い
て
行
動
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
」
と
市

民
に
交
通
安
全
を
含
め
た
安

全
な
生
活
を
呼
び
か
け
た
。

　
パ
レ
ー
ド
で
は
、
鎌
倉
女

子
大
学
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

部
の
先
導
で
、
柿
澤
さ
ん
が

車
か
ら
沿
道
の
市
民
や
観
光

客
に
に
こ
や
か
に
手
を
振
っ

て
応
え
て
い
た
。
パ
レ
ー
ド

の
後
、
反
射
材
が
配
布
さ
れ

た
。

　
第
34
回
全
国
健
康
福
祉
祭

神
奈
川
・
横
浜
・
川
崎
・
相

模
原
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
か
な
が
わ
２
０
２
２
」
が

11
月
12
日
～
15
日
の
４
日

間
、
横
浜
を
は
じ
め
県
内
各

地
で
開
か
れ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
３
年
ぶ
り
の
開
催
。

　
60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
中

心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
健
康
と
福
祉
の
総
合
的

な
祭
典
で
、
県
内
26
の
市
町

で
、
卓
球
や
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
32
種
目
が
行
わ

れ
た
。

　
鎌
倉
で
は
、
今
回
初
種
目

と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ

ラ
交
流
大
会
が
13
日
鎌
倉
武

道
館
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
13
チ
ー
ム
約
40
人
の
選
手

が
参
加
し
た
。

　
個
人
戦
５
種
目
の
う
ち
基

本
動
作
で
優
勝
し
た
高
知

県
の
野
村
美
雪
さ
ん

（
60
）は
競
技
歴
28
年

で
５
段
。「
静
と
動

を
し
っ
か
り
決
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
」

と
話
し
た
。
準
優
勝

は
神
奈
川
県
の
元
木

功
さ
ん
（
２
段
）。

　
団
体
戦
で
は
、
滋

賀
県
チ
ー
ム
が
優
勝

し
、
神
奈
川
県
チ
ー

ム
は
３
位
に
入
賞
し

た
。

スポチャンの特別演武

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
不
燃
ご
み
・

製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
収
集

の
ほ
か
、
粗
大
ご
み
収
集
運

搬
、
事
業
系
廃
棄
物
収
集
運

搬
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
祝
賀
会
で
は
、
最
初
に
代

表
理
事
の
小
林
健
さ
ん
が
、

「
20
年
の
節
目
を
迎
え
た
が
、

こ
の
先
も
事
業
を
継
続
し
、

後
進
に
引
き
継
い
で
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
20
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
会
場
で
鎌
倉
市
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
の
寄
付

金
20
万
円
が
松
尾
崇
鎌
倉
市

長
に
手
渡
さ
れ
た
。

　
鎌
倉
に
避
難
し
て
い
る
ビ

ク
ト
リ
ア
さ
ん
（
47
）、
ア

ル
ト
ゥ
ー
ル
（
13
）
さ
ん
親

子
も
招
待
さ
れ
、
ア
ル
ト
ゥ

ー
ル
さ
ん
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

楽
し
ん
で
い
た
と
い
う
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
シ
ュ
ー
ズ

購
入
商
品
券
が
贈
呈
さ
れ

た
。
二
人
は
感
謝
を
述
べ
、

「
日
頃
か
ら
鎌
倉
の
ま
ち
の

ル
ー
ル
を
守
り
、
ご
み
の
分

別
を
し
て
い
る
」と
話
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
も
日
本
ほ
ど

細
か
く
な
い
が
ご
み
の
分
別

を
し
て
い
る
と
い
う
。

　「
組
合
員
の
皆
さ
ん
は
み

ん
な
元
気
で
す
ば
ら
し
い
」

と
日
本
で
初
め
て
の
パ
ー

テ
ィ
ー
を
楽
し
ん
だ
。


